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コ
ロ
ナ
禍
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
禍
で
、
当
初
の
予
定
日
を

変
更
し
て
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
中
で
も
保

護
者
の
皆
様
の
お
姿
も
多
数
あ
り
、
生
徒
達
は
恵
ま
れ
た
環

境
の
中
で
生
活
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

十
分
楽
し
み
、
し
っ
か
り
と
空
気
抜
き
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
し
た
か
？
自
分
達
の
頑
張
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
七

三
回
生
の
姿
に
何
を
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。
三
年
生
の
先
輩

は
、
二
学
期
始
業
式
よ
り
各
々
の
進
路
に
向
け
て
、
闘
い
は

さ
ら
に
加
速
を
し
て
い
ま
す
。

推
薦
入
試
等
に
つ
い
て
の
説
明
会(

始
業
式
後)

共
通
テ
ス
ト
受
験
者
説
明
会
（
翌
登
校
日
）

指
定
校
選
抜
入
試
受
験
希
望
者
校
内
申
込

（
第
２
週
）

指
定
校
選
抜
入
試
選
考
会
（
第
２
週
）

な
ど
な
ど
・
・
・
。

７４

七
十
四
回
生
は
姫
路
南
高
校
に
入
学
以
来
、
四
度
の
成
績

評
価
を
受
け
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
教
育
課
程
、

新
し
い
評
価
規
準
に
よ
る
成
績
の
付
け
方
と
な
り
、
観
点
別

に
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
積
み
重
ね
を
訴
え
つ
つ
、
私
達
が
そ
の
積
み
重
ね

を
軽
ん
じ
さ
せ
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
私
達
も
対
応
の
改
善

を
繰
り
返
し
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
約
三
十
年
前
ま
で
と
は
違
い
、
部
活
動
な
ど
を
取

り
上
げ
て
ま
で
の
学
習
活
動
で
の
束
縛
や
、「
で
き
る
ま
で
」

と
い
う
指
導
が
、
と
も
す
れ
ば
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
み
な

さ
れ
る
現
代
の
学
習
指
導
環
境
で
は
、

生
徒
へ
の
強
く
優
し
い
啓
発

自
主
性
・
主
体
性
を
信
じ
る

生
徒
が
応
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待

を
し
て
や
る
こ
と
で
、
指
導
が
必
要
な
対
象
生
徒
の
頑
張
り

を
信
じ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
平
常
点
の
積
み
重
ね
、
基
礎
学
力
の
積
み
重
ね

に
な
る
は
ず
の
小
テ
ス
ト
な
ど
の
結
果
は
・
・
・
。

正
直
、
自
分
の
持
つ
べ
き
力
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
対
し
て
、

点
数
に
対
し
て
も
「
プ
ラ
イ
ド
」
と
い
う
言
葉
す
ら
存
在
し

な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
雰
囲
気
を
鑑
み
れ
ば
、
小
テ
ス
ト

の
実
施
を
な
く
し
て
、
そ
の
分
を
定
期
考
査
に
き
ち
ん
と
臨

ま
せ
る
雰
囲
気
に
す
る
方
が
生
徒
の
た
め
な
の
か
な
ぁ
と
、

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

期
待
の
過
多

が
愚
痴
の
多
さ
、
皆
さ
ん
の
嫌
気
に
繋
が
っ
て
い
る
の
な
ら

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
先
人
と
し
て
、
先
で
の
失
敗
を
憂
う

想
い
を
押
し
つ
け
な
い
よ
う
、
気
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

常
に
「
一
生
懸
命
で
い
ら
れ
る
」
わ
け
は
な
い
。
た
だ
、

目
の
前
を
「
一
生
懸
命
で
い
よ
う
」
と
悩
み
な
が
ら
、
自
分

と
向
か
い
合
う
、
そ
ん
な
姿
を
望
ん
で
い
る
だ
け
な
の
で
す

が
、「
こ
う
し
た
い
」
こ
と
を
深
く
は
調
べ
る
こ
と
は
で
き
る

が
、「
そ
の
た
め
に
、
何
を
」
し
よ
う
と
い
う
自
己
分
析
や
行

動
は
、
保
護
者
の
皆
様
を
含
め
て
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感

じ
ま
す
か
？

小
さ
な
行
動
が
、
少
し
ず
つ
「
目
に
留
ま
る
」「
気
に
か
か

る
」
よ
う
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。

い
つ
か
、
私
が
伝
え
て
い
る
「
一
足
す
一
」
の
話
を
素
直

に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
関
係
に
な
り
、
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
行
動
に
変
え
て
い
っ
て
成
長
し
て
い
け
る

と
良
い
で
す
ね
。

「
良
い
で
す
ね
。」
願
っ
て
い
る
よ
う
で
、
で
き
て
い
な
い

と
い
う
否
定
に
聞
こ
え
な
け
れ
ば
良
い
な
ぁ
と
も
感
じ
ま
す
。

七
四
回
生
の
頑
張
っ
た
情
報
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ク
ラ
ス
得
点
総
合

第
一
位

二
年
五
組

第
三
位

二
年
三
組

第
四
位

二
年
四
組

女
子
四
×
一
○
○
ｍ

第
一
位

二
年
五
組

第
二
位

二
年
三
組

ク
ラ
ス
対
抗
大
縄
跳
び

第
三
位

二
年
一
組

ク
ラ
ス
対
抗
綱
引
き

第
一
位

二
年
五
組

二
学
期
期
末
考
査
一
日
目
（
十
一
月
三
十
日
（
木
）
）
に
、

修
学
旅
行
保
護
者
懇
談
会
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
間
行
事
計
画
で
は
、
十
一
月
二
十
五
日
（
土
）
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
，
平
日
開
催
に
変
更
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
帯
は
、
午
後

三
時
辺
り
か
ら
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
に
は
、
生
徒
を
通
じ
て
案
内
を
し
ま
す
が
、
急
な

日
程
調
整
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
前
倒
し
で
連
絡
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

な
お
、
生
徒
に
お
い
て
は
、
最
終
日
午
前
中
の
研
修
希
望

調
査
を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。
二
学
期
は
、
修
学
旅
行
に
つ

い
て
は
諸
々
、
慌
た
だ
し
く
な
り
ま
す
が
、
決
定
し
た
こ
と

は
、
皆
さ
ん
と
も
保
護
者
の
皆
様
と
も
、
情
報
を
共
有
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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聞
こ
え
て
き
た
部
活
動
等
の
活
躍
を
報
告
し
ま
す
。

空
手
道
部

男
子
個
人
組
手

準
優
勝

船
田

勇
志

女
子
個
人
組
手

第
三
位

富
井

心
美

梶
原

つ
か
さ

男
子
団
体
組
手
（
３
人
制
）

優
勝

船
田
勇
志
・
中
水
龍
也
・
内
海
絢
登

男
子
団
体
組
手
（
５
人
制
）

準
優
勝

船
田
勇
志
・
中
水
龍
也
・
内
海
絢
登

女
子
団
体
組
手
（
３
人
制
）

優
勝

梶
原
つ
か
さ
・
田
中
葵
・
宮
原
葵

女
子
団
体
組
手
（
３
人
制
）

準
優
勝

中
田
安
佳
音
・
富
井
心
美

女
子
団
体
組
手
（
５
人
制
）

優
勝

梶
原
つ
か
さ
・
田
中
葵
・

宮
原
葵
・
中
田
安
佳
音

県
大
会
で
の
活
躍
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

二

日(

月)

生
徒
会
各
種
委
員
会

六

日(

金)

創
立
記
念
日(

休
日)

九

日(

月)

ス
ポ
ー
ツ
の
日(

祝
日)

十

日(

火)

教
育
相
談

十

六

日(

月)

～
十

九

日(

木)

中
間
考
査

二

十

日(

金)

～

教
育
実
習

二
十
四
日(

火)

教
育
相
談

二
十
六
日(

木)

大
津
小
学
校
町
探
検

(

雨
天
延
期
は
翌
二
七
日(

金)
)

二

日(

木)

総
合
学
力
テ
ス
ト
（
国
・
数
・
英
）

三

日(

金)

文
化
の
日(

祝
日)

総
合
学
力
テ
ス
ト
（
理
・
社
）

七

日(

火)

教
育
相
談

九

日(

木)

学
部
ガ
イ
ダ
ン
ス

十

七

日(

金)

芸
術
鑑
賞
会

二
十
一
日(

火)

教
育
相
談

二
十
三
日(

木)

勤
労
感
謝
の
日

三

十

日(

木)

～
十
二
月

六

日(

水)

期
末
考
査

三

十

日(

木)

修
学
旅
行
保
護
者
説
明
会

一

年

五

月

「
無
駄
」

六

月

「
諦
め
な
い
」

七

月

「
捨
て
る
」

一
学
期
末

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

九

月

「
さ
か
の
ぼ
る
」

十

月

「
テ
レ
ビ
」

十
一
月

「
大
空
間
」

十
二
月

「
無
」

二
学
期
末

「
こ
だ
わ
り
」

一

月

「
信
念
」

二

月

「
探
る
」

三

月

「
自
制
す
る
」

一
年
最
終

「
勇
気
を
探
す
」

二

年

四

月

「
悩
む
こ
と
」

四

月

２

「
本
気
で
ぶ
つ
か
る
こ
と
」

五

月

「
こ
の
世
界
の
片
隅
を
大
切
に
」

六

月

｢

主
体
性｣

七

月

「
客
観
性
」

一
学
期
末

「
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
」

九

月

「
ス
マ
ホ
と
の
向
き
合
い
方
」

十

月

「
詩
に
触
れ
る
」

道
標
な
い
旅

閉
ざ
さ
れ
た

部
屋
の
窓
を

開
け
て
ご
ら
ん
よ

い
つ
ま
で
も

そ
ん
な
風
に

塞
い
で
い
な
い
で

そ
こ
に
は
あ
の
日

希
望
に
燃
え
て

君
が
見
上
げ
た

青
い
空
が
変
わ
ら
ず
に

続
い
て
い
る
筈
だ

大
空
に
群
れ
な
す

鳥
達
よ

君
の
声
を

見
失
う
な
よ

青
春
を
旅
す
る

若
者
よ

君
が
歩
け
ば

そ
こ
に
必
ず

道
は
で
き
る

「
歩
け
ば
必
ず
道
は
で
き
る
」。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
道
で
も

良
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
信
じ
て
今
後
も
歩
き
た
い
・
・
・
。

し
か
し
、
口
を
開
け
ば
開
く
ほ
ど
、
人
は
見
か
け
に
よ
る

世
界
に
な
る
よ
う
で
、
生
徒
の
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

今
後
も
発
言
、
行
動
、
要
望
が
、
強
要
に
感
じ
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
先
日
、「
鬼
の
霍
乱
」
で
一

か
く
ら
ん

日
急
遽
休
み
を
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
二
年
生
の
教
室

廊
下
の
窓
は
い
つ
も
通
り
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
散
歩
道
７
４
」
参
加

の
生
徒
が
、
人
知
れ
ず
機

転
を
利
か
し
て
行
動
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
さ
さ
や
か
な
幸
せ
」

「
お
金
で
買
え
な
い
幸
せ
」

を
与
え
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

散歩道７４
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